








健康危機管理研修の概要 

国立保健医療科学院 



健康危機管理研修の経緯 

平成13年度 
健康危機管理保健所長等研修会開始 
 
平成15年度 
対象者を「保健所長」から「保健所管理職員等」 
に拡大 
 
平成16年度 
国立保健医療科学院が研修会の企画・運営に参加 
 
平成18年度 
国立保健医療科学院の短期研修として実施 



健康危機管理研修の目的 
実 務 編 

 
地域の健康危機管理体制の充実
を図るために保健所及びその組
織管理者が行うべき具体的事項
を理解し、健康危機管理対応の
実践的能力を向上させることを
目的とした研修 
 
対象者： 
保健所長等地域における健康危
機管理を担当する管理的立場の
職員 
定   員： ３０名 
期 間： ３日間 年２回 
 
 
 

高 度 技 術 編 
 

実務編を修了した者を対象に、
「実務編」で得た知識、技術を
応用して、健康危機における組
織管理及び意思決定に関する高
度な実践的能力を向上させるこ
とを目的とした研修 
 
対象者： 
保健所長等地域における健康危
機管理を担当する管理的立場の
職員。 
原則として実務編を修了した者 
定   員： ２０名 
期 間： ３日間 年１回 
 
 
 



実務編 高度編 
到達目標１
（平時対応） 

 

健康危機の公衆衛生学的
影響を推計し説明するこ
とができる.  

到達目標１ 
（平時対応） 

地域の健康危機管理計画
および人材育成計画の策
定について説明すること
ができる. 

到達目標２ 
（有事対応） 

 

健康危機対応を想定して
関係機関連携のための手
法を具体的に立案できる.  

到達目標２ 
（平時対応） 

ICSの概要を理解し、自
治体における健康危機管
理の枠組みにを立案する
ことができる. 

到達目標３ 
（有事対応） 

H-CRISIS, EMIS等の情
報を駆使し、関係機関等
に情報提供を迅速に行う
ことができる. 

到達目標３ 
（有事対応） 

健康危機管理における地
域保健の役割・あり方に
ついて説明することがで
きる. 

到達目標４ 
（有事対応） 

健康危機対策に必要な組
織の管理、外部組織との
調整の手法を理解できる. 

到達目標４ 
（有事対応） 

パンデミック対策におけ
る地域保健の役割・あり
方について説明すること
ができる. 

到達目標５ 
（事後対応） 

健康危機事案の再発防止
に向けて、地域間での課
題の共有を図る手法を説
明することができる. 

到達目標５ 
（事後対応） 

健康危機事案の再発防止
に向けた組織管理につい
て、改善に向けた検討・
立案を行うことができる. 

健康危機管理研修の到達目標（H2２年度以降） 

※ H-CRISIS: 健康危機管理ライブラリーシステム EMIS: 災害医療情報システム ICS: 非常時指揮システム  



健康危機管理研修の概要 
目標 実務編（平成23年度第1、２回） 目標 高度編（平成23年度） 

平時
１ 健康危機管理に関する国の政策の概論 平時

１ 災害対策に向けた法整備と課題 

有事
２ 地域における健康危機管理 平時

２ 災害時に受けたICSの考え方 

有事
２ 感染症対策：予防接種（１回、２回） 有事

３ 自衛隊の災害医療支援の枠組み 

有事
２ 

感染症対策：人獣共通感染症（２回） 有事
３ 災害時における自治体の保健医療支援 

有事
３ 

災害時における健康危機管理に向けた 
情報システムの活用 

有事
３ 災害時における医薬品の搬送・供給 

有事
３ H-CRISISを用いた健康危機管理 有事

３ 地域における災害医療支援 

有事 
３ 放射線災害 有事

３ 広域医療搬送の仕組みと課題 

有事
４ 放射能汚染に伴う地域住民への対応 有事

３ 
自然災害の発生メカニズムと 
地方公共団体の災害対応 

有事
４ 

健康危機管理従事者のリスククライシス・
コミュニケーション技術 

平時 
有事 巨大震災を想定した机上演習 

有事 
５ 自然災害（講義＋演習） 有事

５ 
大規模震災に向けて保健所職員は 

いかに行動すべきか 

網掛けの部分は、東日本大震災を踏まえ、平成23年度に見直しを行った。太線枠内は、自衛隊OBによる演習指導。 
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国民保護計画       

武力攻撃事態 
着上陸、ゲリラ・特殊部隊、 
弾道ミサイル、航空機攻撃 

緊急対処事態 
大規模テロ 等  

危機管理指針と個別ﾏﾆｭｱﾙ    

新興・再興感染症   
 
  

新型インフルエンザ 

  ＳＡＲＳ     Ｏ－１５７   

ＢＣ災害（炭そ菌、天然痘、サリン） 

県民の海外での災害被害 

 

異常気象 
（ゲリラ豪雨・竜巻） 

自
然 
災
害 

既存の感染症（赤痢・ｺﾚﾗ) 

大規模風
水害 

土砂災害 

大地震 
津波 

火山噴火 地域防災計画       

従来の危機事象 

公共施設の
自然災害 

公共施設での 
集団食中毒 

情報システム
障害・ｳｲﾙｽ 

公共施設内事故 

特殊災害 
大規模火災・爆発、危険物事故、放
射性物質事故、大規模交通事故
（脱線・墜落）、ライフライン事故 

自治体の内部 

環境汚染 

県民の海外での事件・事故 

爆破予告事件 爆破テロ 

人
災 

個人情報 
の漏えい   

不審者侵入事件 

主催イベント事故 

クライシス・コミュニケーション 
（社会の批判の目、マスコミ対応失敗）  

小 

危
機
の
大
き
さ 

小 

大 

大 

自治体の危機管理の対象範囲 

新しい危機事象 

原因不明の
健康危機 

危険鳥獣 
の出現 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慢性期 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜急性期 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急性期（48時間以内） 
 
 
 

 
 

 
          被 災 地 域      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広域災害 
救急医療情報システム 

広域搬送拠点 

被災患者 
広域搬送 

医療機関 
（災害拠点病院除く） 

救命医療 

応急医療 

災害拠点病院 
災害拠点病院 

広域搬送 
拠点 

医療施設 

指定行政機関 

指定公共機関 

被災地域外 

都 道 府 県 

防災業務計画 

防災基本計画 

地域防災計画 

災
害
対
策
基
本
法 

情報把握と調整 

人的、物的支援 

市町村•保健所 

健康管理

避難所 

医師派遣 

保 
健 
師 
派 
遣 

時間 
発
災 

自然災害に関する講義 



机上演習 シナリオを用いた保健所指揮所訓練 

新たな研修への取組み 



机上演習 ２万５千分の１の地図を用いた災害時対応訓練 

新たな研修への取組み 



健康危機管理支援ライブラリーシステムとは？ 

Health Crisis and Risk Information  

 Supporting Internet System （エイチ  -  クライシス） 

◆ 健康危機管理支援ライブラリーシステムの目的 

感染症等の健康危機に対し、その発生を未然に防止するための各種情報提供、訓練ならびに発生

時の迅速な解決に向けた対応の支援を実施するために以下の事柄を実現することを目的とします。 

また、「健康危機管理支援ライブラリーシステム」は、厚生労働省地域保健室のご要請により国立保

健医療科学院研究情報センターにて事務局を運営しております。 

◆ 健康危機管理支援ライブラリーシステムの概要 

健康危機管理支援ライブラリーシステムはその目的を実現するために、一般ユーザー向けに

完全に公開される情報（一般公開）と、保健所等関係機関メンバーに限定公開される情報の

2通りがあります。健康危機管理支援情報システムのTOPページにアクセスした際には一般

公開情報のみが掲載されます。 

URL：http://h-crisis.niph.go.jp 

（参考） 



 Incident Command System とは  

• 様々な状況（規模・緊急性・種類）に対処す
るための統一的なマネージメントツール。 

• 考えられる最良の対処を実施できる。 
• 地域をまたいだ緊急事態対処の標準となりう
る。 

• 災害、事故、テロ等様々な対処計画に対応。 
• National Incident Management System 

(NIMS)の 基本概念である。 

（参考） 




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	健康危機管理研修の概要
	健康危機管理研修の経緯
	健康危機管理研修の目的
	スライド番号 8
	健康危機管理研修の概要
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	健康危機管理支援ライブラリーシステムとは？
	 Incident Command System とは 
	スライド番号 16

